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 ローゼンバーグによると、自尊感情には「とてもよい(very good)」と「これでよい(good enough)」
の 2 種類があるという。前者は、他者との比較による自己評価であり、後者は、自分の価値基準に照








































































































年度の中学校における暴力行為の発生件数は 42,114 件である。小学校の 6,952 件、高等学校の 9,833
件と比較しても、突出した件数の多さである。これらの件数を平成 18 年度と比較すると、中学校で
は 11,550 件の増加、小学校では 3,149 件の増加、高等学校では 421 件の減少となっている。中学校
における暴力行為の増加が目立つ。 









 文部科学省による前記の調査では、中学校でのいじめの認知件数は、平成 18 年度は 51,310 件であ
ったのに対し、平成 22 年度は 32,348 件へと減少している。（しかし、前記の東京都の調査によると、
中学校でのいじめの認知件数は、平成 18 年度は 1,180 件だったものが、同 22 年度には 2,129 件へと
増加しており、地域差があることがうかがえる）。小学校では、学年が上がるごとに増加（6 年生で
はわずかに減少）しているが、中学校では減少傾向にある。このなかで気になるのは、小学 6 年生（7,364
件）から中学 1 年生（15,866 件）への段階で生じている、極端な増加（8,502 件）である。他の学年
間では、多くとも 1,390 件差（小学 1 年生と 2 年生）であることを考えると、中学校への進学におい
て、中１ギャップや環境の変化による影響など、何らかの問題が生じていることが考えられる。 
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（３）不登校 
 前記の東京都の調査において、不登校生徒の出現率はここ 10 年間の推移はほぼ横ばいである。学
校復帰率も徐々に上昇してきており、改善傾向とまでは言えないが、悪化している様子はみられない。
前記の文部科学省の調査においても、ここ 10 年間、不登校生徒数の割合は 2.6～2.9％の間で推移し
ており、大きな変化はみられない。しかし、平成 22 年度の学年別不登校生徒数をみると、小学 1 年
生（1,044 件）から中学 3 年生（38,631 件）まで、学年が上がるごとに増加傾向にあり、特に小学 6




























































対象者は、公立Ｘ中学校に在籍する１年生３学級（a 組［男子 9 名、女子 18 名］，b 組［男子 9 名、
女子 19 名］，c 組［男子 10 名、女子 18 名］）、３年生３学級（d 組［男子 16 名、女子 15 名］，e





 グループワークは、2011 年 6 月中に週１回ずつ、計２回、道徳の時間を用いて行われた。１回あ
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気づいているかどうか、といった項目が含まれている。 
 今回の調査においては、グループワークによる生徒の自尊感情得点の変化をみるため、自尊感情測















































平均 SD SD ｔ値













平均 SD 平均 SD ｔ値
2.87 0.41 2.94 0.43 2.27 *














平均 SD 平均 SD ｔ値
2.65 0.48 2.72 0.53 2.06 *
2.91 0.42 2.98 0.40 2.77 **












平均 SD 平均 SD ｔ値
1年生 a組（22） 2.89 0.35 2.90 0.35 0.38
b組（25） 2.85 0.46 2.95 0.45 1.76 †
c組（24） 2.89 0.43 2.96 0.48 1.48
3年生 d組（24） 2.73 0.46 2.82 0.52 1.56
e組（26） 2.84 0.55 2.86 0.51 0.57












－ 359 － 
表５　全体の因子別自尊感情得点の変化　　　　　（n=142）
平均 SD 平均 SD ｔ値
2.49 0.59 2.56 0.58 2.59 *
3.03 0.49 3.06 0.50 1.23
2.89 0.53 3.00 0.55 3.68 ***










1 年生の「C」因子で 1％水準、3 年生の「A」「C」因子で 5％水準で有意に高まった。 
 
表６　学年ごとの因子別自尊感情得点の変化
学年(N) 因子 平均 SD 平均 SD ｔ値
1年生(71) A 2.55 0.54 2.62 0.55 1.56
B 3.13 0.45 3.14 0.45 0.39
C 2.95 0.46 3.07 0.50 2.89 **
3年生(71) A 2.43 0.63 2.51 0.61 2.24 *
B 2.93 0.52 2.98 0.54 1.31
C 2.83 0.59 2.93 0.59 2.32 *









－ 360 － 
表7　性別ごとの因子別自尊感情得点の変化
性別(N) 因子 平均 SD 平均 SD ｔ値
男子(58) A 2.38 0.60 2.45 0.63 1.60
B 2.83 0.51 2.87 0.55 0.81
C 2.74 0.55 2.84 0.62 1.99 †
女子(84) A 2.56 0.57 2.64 0.54 2.03 *
B 3.16 0.44 3.19 0.43 0.92
C 3.00 0.46 3.11 0.47 3.19 **






いて、b 組は「C」因子が高くなる傾向がみられた。d 組は「A」因子が 5％水準で有意に高まった。
f 組は「A」因子が高くなる傾向を示し、「B」因子は 5％水準で有意に高まった。 
 
表８　クラスごとの因子別自尊感情得点の変化
ｸﾗｽ(N) 因子 平均 SD 平均 SD ｔ値
a組（22） A 2.52 0.45 2.52 0.43 0.06
B 3.12 0.40 3.12 0.37 1.26
C 2.99 0.41 3.08 0.47 1.33
b組（25） A 2.50 0.62 2.65 0.60 1.55
B 3.10 0.48 3.12 0.50 0.35
C 2.94 0.52 3.09 0.51 1.90 †
c組（24） A 2.61 0.54 2.66 0.61 0.77
B 3.12 0.47 3.18 0.48 0.89
C 2.93 0.46 3.04 0.54 1.67
d組（24） A 2.47 0.59 2.58 0.58 2.09 *
B 2.88 0.44 2.89 0.53 0.15
C 2.85 0.53 2.97 0.64 1.57
e組（26） A 2.59 0.62 2.58 0.58 0.08
B 3.01 0.61 3.00 0.58 0.11
C 2.91 0.64 3.00 0.54 1.48
f組（21） A 2.20 0.66 2.32 0.64 2.00 †
B 2.88 0.49 3.04 0.51 2.65 *









討した。1 回目（みんなでリフレーミング、以下同様）のワークは 166 名、2 回目（友達にほめ言葉
のプレゼントをしよう、以下同様）のワークは 167 名のデータを対象とした。質問項目は下記の番号
で示す。 
　[ ふりかえりシートの 質問項目 ]
 みんなでリフレーミング: ①②③④    友達にほめ言葉のプレゼントをしよう: ①'②'③'④'⑤'
①①’    今日のこの活動は、あなたにとって楽しかったですか？
②②’    ワークの内容は、簡単でしたか？ 難しかったですか？（簡単 ４ － １ 難しい）
③③’    今日やったことで、得られたことや、これからに生かしたいと思うことはありましたか？
  ④　　    友達がリフレーミングしてくれた言葉には、納得できましたか？
   ④’     ほめ言葉をもらった時は、うれしかったですか？








項目 平均 SD 平均 SD ｔ値
リフレーミング ① 3.29 0.64 3.02 0.48 2.64 **
② 2.54 0.82 2.74 0.73 1.67 †
③ 3.22 0.63 2.83 0.76 3.57 ***
④ 3.48 0.77 3.21 0.75 2.22 *
項目 平均 SD 平均 SD ｔ値
ほめ言葉 ①’ 3.35 0.69 3.25 0.69 1.00
②’ 2.66 0.86 2.68 0.80 0.18
③’ 3.13 0.68 3.12 0.75 0.15
④’ 3.51 0.71 3.26 0.80 2.16 *
⑤’ 3.48 0.65 3.41 0.70 0.61









項目 平均 SD 平均 SD ｔ値
リフレーミング ① 2.99 0.66 3.28 0.65 2.80 **
② 2.65 0.84 2.63 0.74 0.12
③ 2.79 0.80 3.18 0.62 3.54 **
④ 3.07 0.78 3.53 0.71 3.93 ***
項目 平均 SD 平均 SD ｔ値
ほめ言葉 ①’ 3.09 0.76 3.45 0.60 3.51 **
②’ 2.51 0.96 2.78 0.71 1.99 *
③’ 2.89 0.79 3.30 0.60 3.85 ***
④’ 3.01 0.86 3.65 0.56 5.78 ***
⑤’ 3.16 0.79 3.65 0.48 4.99 ***
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 さらに、「A 自己評価・自己受容」因子についても、有意差が認められた（表 5）。この因子は自
分への評価をあらわし、「今の自分に満足している」「自分という存在を大切に思える」といった、
自分に対する評価項目が主である。東京都による『自尊感情や自己肯定感に関する意識調査（平成 20
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（２）学年ごと 
 1年生と3年生のいずれにおいても、グループワークの実施後に自尊感情得点が有意に上昇した（表 2）。 
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